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∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈
2014年度通常総会開催

開催日時2014年5月25日（日）午後2時～

開催場所公園地会館（大会議室）∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈
議　　題

第1号議案　2013年度事業報告の件

第2号議案　2013年度会計収支報告の件

第3号議案　2014年度事業計画の件

第4号議案　2014年度会計収支予算の件

以上、原案のとおり可決承認されました。

主な内容は次のとおりです。

（1）2013年度事業報告

①印旛沼在来水草の保全と復元事業
「人工浅瀬いかだ」で育成している水草の

うち、マツモが消滅したため、和田小学校

の池から移植しました。

②浮き桟橋の改修工事

木製の浮き桟橋が危険になったため、アル

ミ風スチール板製に改修し、環境学習が安

全になりました。

⑨水草パンクシステムの継続

佐倉市・印西市内の15校の池に移植した

アサザ水草バンクシステム（平成15年か

ら開始）の継続として、佐倉地区フループ

他3グループにより7月、8月に各学校を

訪問して生育状態を調査しました。

④特定外来植物ナガエツルノゲイトウの除去

笠井記念舟戸水草国のアサザ池にナガエツ

ルノゲイトウが繁殖したので、7月から3

回にわたり除去作業をおこないました。

⑤　r印旛沼（千葉県）産オニバス発芽」論文

発表

平成24年9月21日に、笠井家の水槽で

発見されたオニバスについて、千葉県中央
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錮摘草9月骨
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博物館の林紀男理学博士のご指導とご協力

をいただき、千葉生物誌に発表しました。

⑥水草復元と親水性回復の啓蒙運動

佐倉市民協働事業に採択され「屋形船に乗
って印旛沼体験」を7月に開催。2月に報

告会にて発表しました。

（2）2014年度事業計画

①笠井記念舟戸水草園整備事業
「人工浅瀬いかだ」での水草保全は今後も

継続を図ります。

②水草園観察学習のため、また市民の憩いの

場としてのかっぱ公園の管理保全活動

独立行政法人水資源機構と、かっぱ公国の

管理契約をして、毎月1回程度草刈り、花

壇造成のための作業を行い、春・秋に花を

咲かせる予定で進めます。

（診水草復元と親水性回復の啓蒙運動
「屋形船に乗って印旛沼体験Jも3年目と

なり、乗船回数を増やし、より多くの親子

に参加してもらえるよう企画いたします。

④　r印旛沼流域環境・体験フェアJに参加

第12回の体験フェアに参加し、児童の俳

句作品の表彰と展示、どじょうつかみを行

います。

総会の会場となった公園地会館
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「屋形船で印旛沼探検」開催
佐倉市民協働事業（市民提案型）助成事業

薗麺再診執牒狛画麺再診薗牒狛添物再紗麹

2014年7月30日（水曜日）、猛暑の夏休

みでしたが、当日は日陰では鳳が心地よく、幼児

や小中学生それに保護者の方々の合計120名と

いう大勢のお申し込み者全員に参加して頂きまし

た。そのため、当日はA・Bグループに分け、そ

れぞれに専門スタッフ4人ずつが責任を持つとい

う体制で臨みました。屋形船は2隻を2回転にし

て合計4隻。千葉県内水面研究所と船上での講師

の先生方にも2回の学習会をお願いいたしました。

会員他スタッフの方には児童の安全誘導、かっ

ぱ公園での事前の草刈やテント、机の設置等、ご

協力に感謝いたします。

参加者のアンケート結果からは、解り易く楽し

く学んだ。自由研究として役立った。また、保護

者の方も印旛沼の生物を守り育てていく必要性を

感じた等、数多くの意見が寄せられました。

当日の行程は以下のとおりです。

①内水面水産研究所での学習会

【（A）9：30～10：30（B）10：50～11：50】

‡千葉県立中央博物館生態学研究科　林紀男

学博士による「生物多雛とミジンコの

不思議」

★千葉県水産総合研究センター内水面水産研

究所平田淳一主任上席研究員による「印

旛沼の魚たち：展示室見学」

②笠井記念舟戸水草固観察～昼食

⑨屋形船で船上学習

［（A）13：00～14：00（B）14：30～15：30］

講師：（印旛沼専門家）

堀田和弘先生・小倉久子先生

林理学博士の講話の様子

《俳句の優秀賞発表》

当日船上で作ってもらった児童の俳句を、当日
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の講師・スタッフで審査した結果、83編の中か

ら次の5人を優秀賞に選定しました。

◎いんば沼覚
「とりもどせバランスとれたせいたいけい」

（えびさわこうき　さん）

◎あさざ賞
「みずくさをふやしてきれいないんばぬま」

（あさひだ　しょうたさん）

◎およげる沼にしま賞
「いつの日かおよいでみたい印旛沼」

（こんどう　ねの　さん）

◎きれいにしま賞
「印旛沼きれいにしょう　ミジンコで」

（みかみちひろ　さん）

◎しらさぎ賞
「ぬまのいろむかしにもどるゆめをみる」

（ねもとるかさん）

※俳句の発表は10月25日（日）印旛沼流域

環境体験フェア会場で展示、優秀賞の方の表彰を

行います。

小倉久子先生による船上学習

～Aグループを担当して～

かっぱ広場のテントの中で賑やかに昼食をとっ

た後（テントの設置やお世話には旧いかだの会の

吉水さんグループが協力してくれました）、Aグ

ループの児童と保護者の皆さんはバスでふるさと

広場に。ここにある印旛沼の屋形船の船着き場か

らグループは二つに別れ、それぞれ遠部丸（とお

べまる）とさくら丸に分乗し、定刻1時に出航し

ました。本日の印旛沼船上ツアーは北沼と西沼の

うち西沼を巡る1時間の旅です。Aグループの遠

部丸には児童25人、保護者10人、講師■小倉

久子先生、スタッフ。岡野誠さんと弘の計38人

が乗船しました。先ず、船長さんから乗船中の注

意を受けた後、小倉先生が、印旛沼の地図を見な

がら沼のおおよその説明、引き続いて沼の自然を

水（コップの中のアオコを皆で観察）、烏や魚、

その他の生き物について分かり易く解説されまし

た。水面を渡る涼しい風に吹かれながら皆さんの

首



顔が楽しそうに輝いています。

遠くに見える鵜やシラサギ、時折水の上に跳ね

上がる小魚達、また、水面に繁茂するオ二ビシな

どの説明を受け、楽しい感想を皆が俳句にまとめ

ていると船は船頭さんの誘導でとある岸辺に、そ

こで、マコモやヒメガマなどを採取しました。

1時間のツアーはあっという間に過ぎ、国原、

本橋さん達スタッフに迎えられて下船です。

児童達には充実した夏季学習になったことでし

ょう。（中野）

E

堀田和弘先生による船上学習

～　Bグループを担当して～

毎年恒例の「屋形船で印旛沼探検」が本年度も
7月30日に開催されました。弘の担当のBグル
ープのバス利用者は9時30分に臼井駅北口に集

合でしたが、弘が集合時間の30分前に現地に行

きましたところ、既に3組の子供たちが集まりバ

スの到着を待っていました。この行事が待ちどう

しかったようです。

内水面水産研究所では展示室見学、林紀男先生

の「生物多様性とミジンコの不思議」のお話を聞

きましたが、児童達は特にミジンコについて興味

を持ったようです。夏休みの宿題の資料にするた

めでしょうか、真剣にメモを取っている児童もい

ました。

昼食後、屋形船乗り場へ移動し定刻14時30

分から「さくら丸」と「遠部丸」の2隻に分かれ

印旛沼体験乗船をしました。

船中では小倉久子先生と堀田和弘先生から印旛

沼・同沼に住む魚や鳥等についての説明があり、

児童達も真剣に話を聞いていました。下船時に俳

句を出してもら車ましたが、児童だけでも85首

もの作品が提出され盛況な一日でした。（高山）

舟戸かっぱ公園整備開始
～市民の皆様が自由に遊べる公園に～

独立行政法人水資源機構千葉用水総合管理所と

舟戸かっぱ公園の管理契約を結びました。印旛沼
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に自生していたアサザ等の貴重な水草を増やして

ている笠井記念舟戸水草臥その水草国の表玄関

としてこの公園を整備していくことにしました。

将来は市民公園として多くの皆様に自由に遊び

に来て頂ける公園を目指しています。その第一歩

として春には菜の花、秋にはコスモスが咲く公園

にしょうとボランティアの皆様と一緒に公園整備

を始めました。平成26年8月24日（日）は花

壇の土地整備としてユンボを使って2メートル×

100メートルの花壇の基礎を作りました。将来

は200メートルの花壇を目指していますがこの

日先ずは小さな第一歩を踏み出しました。

ユンボを使っての花壇の基礎作り

平成26年9月14日　は）は花壇整備に向け

て前回耕した土地から石や草の根っこを取り出し

花壇の畝が出来ました。だんだんと花壇らしくな

っていく姿に疲れを忘れて作業しました。

暑い太陽の下での作業の様子

今後は美しい花壇を夢見ながら土作り、雑草

除去、元肥の施肥等多くの栽培管理作業を行い、

その後菜の花は10月下旬、秋のコスモスは4月

から6月に種蒔きを予定しています。

市民の皆様が花嘆く舟戸かっぱ公園に気軽に遊

びに来て頂けるように皆で頑張っています。そし

て花を楽しむと同時に水草国へも足を運んで印旛

沼の貴重な水草も観察して頂きたいと思っていま

す。先ずは春の菜の花をご期待下さい。また、水

草国や舟戸かっぱ公国整備のボランティアにご関

心がおありの皆様は事務局までご連絡下さい。心

より皆様をお待ちしています。（宇都宮）
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水草バンクシステム
＝16校訪問≡

笠井記念水草園で保全している印旛沼在

来水草のアサザを佐倉市・印西市の小中学

校に移植して増やし、きれいになったら印

旛沼本体に戻したい。

命患阜畠卓畠鼻畠畠畠鶴屋畠患串魯畠畠畠魯岳患

【佐倉地区：26年7月15日訪問】

例年は5名で活動していたが、今年は2名増の

7名で、7月15日に和田、弥富、山王、寺崎、

佐倉、佐倉東、印南の7校を訪問した。

残念ながら弥富小の繁殖が悪いので、今年も和

田小（7校中一番の繁殖）より分けてもらい、今

年は麻布に苗と土を入れ、紐で結えて土の入った

プランターに石と一緒に植え付け池に入れる。

印南小も同様とする。佐倉小はまずまずだった

がちょっと少なかったので、小さい植木鉢に植え

池に入れる。他の学校はこれから新しい芽が出そ

そうなのでそのままとした。

花が大きく、唯一マ　　花小さいが新葉見る。

ツモが繁殖し貴重。　　ヒメガマ蕾あり。

山王小学校　　　　　　　佐倉小学校

池一面に繁茂。大

変良好。

昨年移植した株が増

え、順調な根付き。

佐倉東小学校　　　　　　印南小学校

花小さいが新莞見

る。マコモ生育。

弥富小学校

ヒメガマ、マコモ順

調。和田小のアサザ

移植。

池が狭くなったが、

アサザとスイレンが

共生。和田小よりア

サザを補極。
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【臼井・志津地区：26年8月26日訪問】

千代田小学校　　　　　　志津小学校

アサザ7割に他の品　　アサザと他の品種が

種と混合。良好。　　　混合しているが良好。

間野台小学校　　　　　　王子台小学校

完望な状態で育成　　　マコモ育成。きちん

している。　　　　　　と管理され良好。

【印西地区：26年7月18日訪問】

いには野小学校 本埜第二小学校

大変良好。生き物が　　花大きく良好。株を

多く学習に活用。　　　もらい他校に移植。

六合小学校　　　　　　印旛中学校

スイレンと離し、本　　深いため、底上げし

彗第二小から移植。　　て新たに移植。

宗像小学校

校舎改修のため新しい池となり、移植不可

能となっています。しかし笠井貞夫先生の

母校でもあり、今後もアサザを移植しても

らえるよう努力します。

◇編集後記◇
猛暑の夏も過ぎ、幾分秋の気配が感じられる季

節を迎えました。今号では、今年度前半の主な行

事をいくつかご紹介いたしましたが、何か少し物

足りない気もいたします。今後は皆様から旅行記

や俳句、川柳などのご寄稿を頂き、もっと誌面に

趣をもたせたいと臨んでおります。何卒ご協力の

ほどよろしくお願いいたします。　（編集部）


